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１【提出理由】

　当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたしましたの

で、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づき、

本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．当該事象の発生年月日

平成26年２月27日（取締役会決議日）

 

２．当該事象の内容

　携帯電話市場では、スマートフォンの占める比率が高まるなか、ハイエンドモデルの販売が鈍化する一方で、中国

ブランドに代表されるローエンド・ミドルエンドのスマートフォンの普及が拡大しております。

　当社グループでは、携帯電話の旺盛な需要に対応するためヘッドセットの生産体制を強化してまいりましたが、上

記のような事などからハイエンド・スマートフォン向けヘッドセットの需要に関しましては、当初見込みより今後鈍

化していくものと考えております。

　このようなことを踏まえ、当社グループでは、より強固な利益体制の構築に向け生産能力の見直しによる余剰資産

（固定資産）の処分を決定し、特別損失を計上することとなりました。

　なお、当社グループでは今後も引き続き市場変化を捉えた営業活動による受注確保と、業務効率や生産性の向上及

び資材費削減等の原価低減活動に取り組んでまいります。

 

 

３．当該事象の連結損益に与える影響額

　平成26年３月期の連結決算において、特別損失として2,000百万円程度を計上いたします。

 

以　上
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